
ゲツェ・マハーパンディ夕の大中観他空説について

槇殿伴子

はじめに

本稿はチベット仏教ニンマ派('Nyingmapa)のカトック (Kahthog)寺院に

属したゲツェ・マハーパンデイタ・ギュルメ・ツェワン・チョクジュプ(dGertse

MahapaQdita'Gyurmedtshedbangmchoggmbl761-1829) !の大中観他空説に焦点

を当て，その教義の特徴を解明することを意図している．大中観他空派は第三法輪

の如来蔵経典群に依拠し，如来蔵思想と密教の瞑想・実践を根幹とする．三法輪を

学派的に分ける場合,第三法輪の如来蔵経典群は球伽行唯識派に属する経典として

分類されるのが通例であるが，大中観他空派は，第三法輪の如来蔵思想経典に依り

ながらも， 自らを中観派と名乗り，彼らの学説を中観の教義として提示する．大中

観他空説は， ドルポパ(Dolpopa, 1292-1361)やターラナータ (Taranatha,

157壬1634）によって代表されるチベット仏教ジョナン派(Jonangpa)を特徴づけ

る教義として専ら知られているが，他宗派にもその教義を奉ずる学者たちがいる．

ゲツェ・マハーパンディタもその一人である．彼には，百余りの著作があり，十巻

の『ゲツェ・マハーパンディタ著作集』 (dGe""seMah""""'jgs""g'如加）に収

録されている． とりわけ，彼は『古タントラ全集』 （F州i"8mα増y"d'bl""）のデ

ルゲ版(sDedge)編集者として著名である．彼の『古タントラ全集目録』 (,的加9

mα咽y"d'加加dkzzrc/zag) 2は，デルゲ版の最終巻3とティンキェ版(gTingskyes)

'EimerandTseringl981,13.ゲツェ・マハーパンディタの伝記については，彼自身の『自伝』
とグルタシの『仏教史』に基づいてジヤン・ロニスによって詳細に研究されている(Ronis2009,
162-245） ．彼の研究によると，ゲツエ・マハーパンデイタは遊牧民出身であり，ゲツェはその

部族名であり，現在も， 「ゲツェ町」 というゲツェの部族名を冠した町が存在しているという
(Ronis2009,162) .彼の死後，ゲツェは転生系譜の名となり， 『カトック史』は，ゲツェの転

生系譜を四世まで簡略に叙述している（『カトック史』pp・ 108-112) ．ギュルメ・ツェワン・チ
ョクジュプは，その系譜の第一番目である（『カトック史』pp. 108-111). ドウジョムの『ニン
マ派史』によると，ゲツェ・マハーパンデイタはニヤク・ジュニヤーナクマーラ(g"yqgdz"y"
"αk"加面m,8世紀） の化身とされている(DoIjeandKapsteinl991:736) .
2ゲツェ・マハーパンディタ『善逝の全教義の核心であり， ヴィディヤーダラの聖典であり，金

AcMTYberiaerB"""hiCa8:169-198,2015.
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の最終二巻4を構成している。 さらに， 『ニンマ・カマ・シントウ・ギェパ』 （'的加g

mab"'mas""畑ｿgy"p(z) ,無宗派運動(rismed)に関する著作集51及び， タ

ルタン･トウルク(TarthangTulku)編の選集6に若干が収められている．本稿では，

彼の大中観他空説に関する著作の中から,主に,『四大宗義の解説を簡潔に弁ずる，

了義の意図を明解にする(講話)J(Gmb"z"Xz'c/Ie'zpobzﾉzi'j"zampargZﾉzagpα"zm

rsamp/lyeba"8es""庵o"gsp"gsfzIbye4以下， 『四大宗義』） と， 『如来蔵荘厳

一了義大中観の体系を確定する講話一』 (Nges""必〃mache"po'j応加JF7zampar

"gesp"'jgmmbdegshegss"y加gpo'jgyα",以下， 『如来蔵荘厳』） と『古タント

ラ全集目録』を取り上げ，そこに説かれた大中観他空説教義について考察する7．

1.ゲツェ・マハーパンディタによる中観派の分類

ゲツェ・マハーパンディタは， 『四大宗義』の中で，中観を「一時的な（中観) 」

(g"αsskabs)と 「究寛の（中観） 」 （m"zar娩況g)との二つに区分し，前者を「自

空」 (ra"8sIo"g) と同定し， 「自空」の中に中観自立派と中観帰謬派を含める：

大乗の中観における一時的な（中観） と究寛の（中観）の二つのうちで，最

初のものは， 自空であって，真に存在する諸法は微塵もないと承認する．同

様に，真に存在する自性は無いと主張するので， 「無自性の中観」として承

剛乗・初期翻訳学派（ニンマ派）の貴いタントラ全集のアヴァダーナである，神の太鼓のような

講話』(bDebqrgsﾉiegspq'ibsm"pdrhα"zscadbis"ymgpojigpq'dzi"pq'is(ies"odﾉTわ旅娩egpq
s"ga.gy"ﾉ･ﾉgy"d'b""zri"pocﾉ'e'j"ogspab"o〃α"m'imga釦che/mb"'ig"'7') .
3ゲツェ・マハーパンディタ『古タントラ全集目録』 (B)参考文献に記載．

4ゲツェ・マハーパンデイタ『古タントラ全集目録』 (C)参考文献に記載. ;金子1985.

5GIwb"ha'riSmedbimk/msgmb"ggiz/ia/gs""8"iorb""ﾉlyogsbsg"bs,gSertaljong:gSer
ljongsblamaRunglngarignangbstanslobgrwachenmo,2005;'伽IIgrol '"dyor･jsmed"e
mymg肋α"ggi"hqd!血""ges""叩eiS/iOgs,Ziling:rNalgrol'dodYjorismeddpemyingkhang,
2007-2009.

6ゲツェ・マハーパンディタ, rGy"d'加加〃〃pocﾉie'i"qﾉ･Chag肋α'imgqboche, (dPdj
s"ga'gyz4rmyi"gma'jﾉolgy"dfhmgchos'byll"ggiskol),producedbytheYeshesDePrqjectunder
thedirectionofTarthangTulku.Odiyan:DhamaPublishing,2004; Id.,dGerZ"seMMahapa"
"Igy'"･"zed"e必α"gmchoggwb"ges""bs"灯りhel"albzα"gpo'igs""gchosskorbZh昭SSO・
IndPals"ga 'gyl"･myi"8"m'j昭α'ぬ〃gyiskoﾉ･.ProducedbytheYesheDePrqjectunderthe
directionofTarthangTulku.Odiyan,U､S.A:DharmaPublishing,2004; Id.,SIob"o"che"po

pqdmasmdZndpa'igsα"gs"gags"α"gg〃α"zrimJgyacﾉ'erlg"ﾉpα""gsrgyasg'lyispfz'i"o"8s
pq'jJgyα〃bZh"gs・IndPtIIsFzgq'gy"rmy"8mq'igZ畑"gl"8sclie〃mo'iskor･.ProducedbytheYeshe
DePrqjectunderthedirectionofTarthangTulku.Odiyan,U.S.A:DhamaPublishing,2004.
7ゲツェ・マハーパンディタの大中観他空説についての欧米における先行研究としては，ダグラ

ス・ダックワース(Duckworth,2008)による研究がある．
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認される．それを区分すると， 自立派と帰謬派の二つがある． 8

後者の「究寛の」中観についての経証として，ゲツェ・マハーパンデイタは，

バヴイア(Bhavya)のMndhyamakammqpmdW9を引用し，そこに説かれた「外的

中観」 (p/jyimIgyj6坊""α) , 「論理的中観」 (rigspq'jd6"加α）及び「微細なヨ

ーガ」 (pﾉimb"'imLz/ 'byor)を注解して,前二者を｢粗大外的中観」 (qgspqphyj'j

db""'(z) ,後者を「微細な中観」 (phr"b"'idl'""α） とし，前者を中観自立派と

中観帰謬派とみなし,後者については第三法輪の意図を伝える「了義大中観」 ("ges

”"必脚加αChe"po) と定義する：

第二に，大規範師バヴィアのMtzcHjyamakammqpmdゆαに， 「それ故に，私

が配列したたくさんの偉大な典籍は，外的中観である．論敵としての異端者

に反駁する[時]と，偉大な論書のテキストを用いて,大論争が起こった時に，

論理の中観を説法すべきである．究寛の法性を追求し， ヨーガを実践する時，

微細なヨーガを修習すべきである」 10と説かれているので，中観自立・帰謬

派は粗大外的中観と配置され，異端者との論争のためと，偉大な論書のテキ

ストを説法するなどの際に必要であると示されている．内的ヨーガを実践す

べきもとして微細な中観が承認されているので，すなわち，それが，最終法

輪の意図する了義の大中観そのものである． ！！

8ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbls・ 14bG15al,pp.40.6-41.1) :"legche"dbumaltJ
g"αsskab3血"g'""r"i"gg"yis/nsl血"gpo"im"gsro"gpqsrebdを"pqrgr"bpq'ichos㎡""sα'〃
yα"g"'edpqrk/ms/e"pq'oll @tbz/'i"d"b火"pm･g"(bpq'j"gobo"yidmedpqj･smmb""α"go"o
"血medpa'jdb""'αPaZﾉles'dりddひ|| utladbyeb｡|r""8'gy"dpqdt'"g"i｡I Igy"rpqg"yisyolil.
9BhavyaとBhavivekaについてはSeyfbrtRueggl990,宮崎1993を参照．
loBhavya,MMadhyamαknqmqpmdiPa(Q,354a5-7;D,281a2-3);CfNagashimal994:92.n.82.
11ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbls.20a7-b3,pp､51.7-52.3) :g"yiSpα"ilslobcmo"
cbe"pobﾙαbyq'jff"mα'伽cﾉIe"sgro""lq/"ldebasdedqgMI8gisgz/'""gc/me"po"zzI"gpodnmg
bkodpα"ilpﾉりﾉiro/gyidb""myi""ollpﾉjqrol'golbabsIOgpa血"911bsrα"bcoscﾉze"po'jgZ紬"g
”"g"i ll rrsodpacﾉie"poby""gd"ss"|| rjgspq'i必""'q'igz/i""gs"nmbyqllde'zyiddb"/agrsor
byedci"911 '7'UII 'byor"yα"'ss"/e"d"ss"||"ﾉirabq'imaﾉ '句･rbsgompqrhyqllzﾉiesgsz"zgsp""Iqj
rq"ggidb"""mgspqp/lyi'idb""mrbz/mg""pﾉiyiro/pa血"grZsodpq'icﾉied血"ggZ/I""gcﾉie"
posmmもaIqsogspq'･"osparbsrα"肱|"α"ggi'7zal 'hyor")MImss"blα"8by(zp/imbq'idb""xz
ZﾉiesbZhedpasdb"i 'khor/o"iα""'i"o"gspα"g9s""""macﾉie"po'di"yjdy〃ﾉα|; 『古タン
トラ全集目録』においても，同様に，中観を， 「粗大外的中観」 (ragspaphyi'jd""") として
の「中観無自性派」 ("gobo"yidmedparsmmbq)と， 「微細内的了義大中観」 (phmbα"α"ggj
"gesdb"db""zqcﾉie"po)の二つに区分している．ゲツェ・マハーパンデイタ『古タントラ全集

目録』(A,vol.7,32a6~7;B,29b2-3;C,wa"1,51a4) :g"yjSpadb""m/q'α"glrqgspqphyi'i"""'q
"gobo"yidmedpql･smmba血"glphmbα"α"ggi"ges""db"mqcﾉ'e"po'oll・長尾雅人(1978,
2G27)はMqdhymimvめﾉiagαとその安慧註に二諦のうちの世俗を粗大なものとし，勝義を微細な
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『如来蔵荘厳』においても同様にバヴイアのMα‘幼yamakzzmmqpmdゆαの同じ

一節を引用し'2， 「微細なヨーガの中観」 (p/zrabcI'imLzI'byor必"mα）を「他空」

と定義し,他空が了義の大中観であるという見解が示されており， 「微細内的中観」

において実践し体験すべき対象が第三法輪の教えの主題としての如来蔵であると

注解する：

微細なヨーガの中観とは，

意味的には，他空に他ならないので

さらに，勝者は最終法輪における

主題としての（如来）蔵を自内証智として

体験すべきものと確定して

衆生の心相続に如来蔵が存すること

まさにそれが，基・道・果の解説を伴って，

内的ヨーガの実践が確定される．

それ故に，微細内的中観として承認される． 13

さらに，如来蔵を説く典籍として，ゲツェ・マハーパンデイタは，第三法輪

の諸経典を指摘し，弥勒の典籍，アサンガ，ヴァスバンドウ，ナーガールジ

ュナ，アーリヤデーヴァが，如来蔵を究寛のものとして承認したと説く ：

それ(如来蔵)を示す,Ava""zsak""rml4, Ramak""s"r",Ghα"αlly"""""ql5,

LaFikavα飯ms"m'6,Mczh"""rv"""S""al7,などの経典の意図,第十地の主・

執権弥勒が説明した典籍，アサンガ兄弟（すなわちヴァスバンドウ） とナー

ガールジュナ父子（すなわち弟子アーリヤデーヴァ） とその門弟たちが究寛

ものとする考えのあることを指摘している．

12ゲツエ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.3bl-2) .

'3ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.3b24,pp.80.=4) :phrabq'imal'byor必""”
"i lldb"gyisgzhα"sio"8"yid"s"m'dtIsphyirll ("yα"8店yalb"'k"rわ"，α""'wllbsm"b)n'i
sFzymgpososom"grigpa'iyes/'es"yα"'ss""'yo"8byn'･g""pl'"bsiellse"'scα"Fgy"dIns"yi"8
po'i肋α"isyodpqll此"yidgZ〃肱加'br"b"'imamgZhagbcα"||"α"ggi'7m/ 'byor"yamsん"g""
mphabll"phyirphr@伽"α"ggidb""nqrbzhedll.
'4Q,761;D,44.
'5Q,778;D,110.
'6Q,P,775;D,107.
'7Q,787,788,789;D, 119,120,121.
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と認めたのは， この（如来）蔵のみである． 18

さらに，ゲツェ・マハーパンデイタは，ナーガールジュナとアーリヤデーヴァ

の典籍を明示し，ゾクチェン，マハームドラー，密教の様々な教えは，異なった呼

び名を持っているが，基盤は大中観と同じであると説く ：

さらに,勝者の最終法輪の了義(如来)蔵十経19 1密教経典,Ra""go"aVめん庵α

などの執権弥勒の（五）法，ナーガールジュナ父子の「讃頌集」 20，

MZzhの”αWP”z”21,s耐、Sam塊ccqycz22,Rqm"sirkひ血羽,Bhavasα胴kｿかz"24,ア

ーリヤデーヴァのPm"α"jS"mjtZ"kZZ2S,CtZ畑〃血"kzz26は,他空として説明さ

れることもある．アサンガ兄弟の論書，門弟デイグナーガ，ダルマキールテ

ィ，チャンドラゴーミン等の学者と，大成就者サラハ，パドマサンバヴァ等

のすべての無数の大成就者の甚深な意図，密教の見解である自生智，金剛心

27，印心，内心，サマンタバドラ，初仏，持金剛，マハームドラー，ゾクチ

ェン，輪廻浬藥を不分離とする見解，道果説として知られているもの，因タ

ントラ，基・道・果の区分，単一圏（的噌Ie"yagcig) ,転依智， 自内証等，

様々な名前で呼ばれている基盤であるものは， この大中観に他ならない． 認

18ケツエ･マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』(fbl.3b4~5,pp.80.4~5) :(ts""phalche"dko"bFTFegs
jg)MI"smg"ndoll ltI"ggs/iegs"'yα"g'"sjnsOgsmdo'i(な｡"8spqll 'gyα"shabsabc"'j必α"gphy"g
",αp加加p"llbkmﾉpa'igZ""gﾉ"gs"'ogs"'edsk"'"ched""gll""sg'wb)"'bsmsVes'6m"83
血"gbcczspcI'ill"'rhar"2"gbZhedpq'is"y加gpo'diた〃o"all.
'9如来蔵十経については,WaymanandLessing,1998,49-53;Cabez6nandDargyay2007,74=75,
ゴランパ・ソナム・センケの『見解区分』 (fbl.3b3-5) ;Sheehy,2007, 108-109;ツエワン・ノ
ルブの『最終法輪了義如来蔵経目録』 (fbl.2al-b,p.513.1-514.1)を参照．
20例えば，ナーガールジユナのD"ﾉ""《"""s""(Q,2010;D,1118) .
2!Q,5233,5465,3093;D,3833,5465,2248.
22Q,5330;D,3934.

23Q,5239;D,3839.論書の奥書によると，作者は，ナーガールジユナガルバ(Klusgrubsnying
po)である(Q,fbl. 170b4;D,fbl. 152al,p.298.1):skyemed"poche'imdZodcesb)Kzbqlphqgspq
"腿sgmbs"yi)zgposmdZqdpa唾ogssoll.
24Q,5240;D,3840.
2sQ,4695;D,2334.
26Q,5246;D,3846.
27身口意の三つの金剛の一つ．三密の一つ．

28ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.20b3-21al,pp.52.3-53.1) : ftya"grg)uﾉbq'j
bka' 'khorj｡肋α"m'i"ges""s"ymgpo'imdりbc"sogs""glgsα"gs"gngsAyi'gy"dsctl 'gyαノ
応ﾉ"bl"αPﾉiampq'jigy"d〃α"zasogshyα"Ischosl""sg'"byUIbsmsb'i"城αrrli"ggifto"8spq
bsrodzshogs""81"'egcl'e""yis/i""|"zdos"k""I"""sldb""Ms恥"'edri"poche'i"'dzodl
s"dp""hobasog3血"gl"'y"utbq'is"ymgpob'gyqpa血"gldb""mabzﾉiibJg)"zpagZ""sro"g
dl46kmﾉ6α'α"gyodl"iogs"Iedsk""'c/iedb'ibs""bcosmα"is""glMjes'bm"gsphyogsgltmgl
cﾉ!osgmgsl""drcgo"misogsp'W"ぬ"glgmbrﾉiobche"pomda'bs"""Zﾉ"bslpqC加α'hy'4"8
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ゲツェ・マハーパンディタは，如来蔵を説く意義について,Ra"zagormvibh庵α

の一節（1.157）を経証として用いて，解説する．そこには，如来蔵を説く五つの

理由が挙げられている．それらは，衆生の五つの過失と相応しており，如来蔵の教

えによって，五つの過失を取り除く， と説かれている．その五つとは（1）意気地

のない心， （2） 自分よりも劣る衆生への侮蔑， （3）誤りの固執（4）教えの侮

辱， （5） 自我の固執である． さらに，ゲツェ・マハーパンデイタは以下のように

注解する：

さらに，菩提の蔵が自分の中に在ると見ないので， 「私のような者が菩提を

得るなんて無理だ」 と意気地ない心で菩提心を発しないことと，たとえ発し

ても，衆生には「私は菩薩と違って，普通の人だから」 （という意気地ない

心）が見出されるので， （その心が）より上の道に到達する妨げとなる．空

性に固執するので，勝義の自性，法界に入らず，正しいことを保持しない．

恒常･断滅に陥るので,正しい教えを侮辱する．自分と衆生を同じと見ない．

自分と他人に固執する過失が生じるからだ．このような界(すなわち如来蔵）

が自分と他人に在ると知れば， 自分の心が解脱に達するのは難しくないと知

って，すべての衆生に[存在する]仏陀をとても尊敬するので，傷害や害がな

いということに依って，利益がある．勝義界を悟得する智慧と本来の在り方

を見る智慧と無量の慈の曼茶羅を拡張することによって，他者のための利益

を成就することができる． 29

g""sOgsg冗心r加bpagm"gsb'なmim"gspqrhqmscad峨叱o"gsp[zz[zbmos"gqgsbi〃a6a
rq"ghy""ggiyes/ies血"glsemsbi'ｾわびelse"isbipﾉり肥'g'gycI Ig"y"8"zq'isemslk"""bzα"g
pol""8po'isα"gsjgyasl 'gy"'irdor'dzi"|p/lyqg'gyqcﾉ'e"pol'dzogspqcﾉ'e"pol'khor'"s
dbye'･"'edky""b'zsogsltz"I'brqspclizgragspql'gy"'irgy"dlgzﾉi"αm'bmsgs""zgyidbyebql
g"αsyo"gss"gy"'･pq'jyes/'esl油噌le"yqgciglsosorq"ggirigpqsOgsmおﾉiα"s"α応加gsbiS
bs"yadpa'igZ"8α"gyi""dbldmacﾉie"po'd""ma'"ss""gl.
29ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.24a3-6,pp.59.3-6) :"yespa伽gα"ilsemsz伽m
se'"Scα"d"，α"〃b'7'ynspqdangll)"mg"g"'i '""yα"8"gc加sJcIsk"rllb"gcﾉ"gsﾉﾉ"gpq'i
skyo"j"gagα"g血gltI llyodpudと血g"spa"gdo"d"gs""gsllzﾉiessoll.dc'α"gby"gc/Wbs"yi"8
porq"glqyodpuIr"'q"'"'o"gb"lb"g/"6"ssα"gsigy"加""bcesse"zsZ加加"“伽"gc/mb"
semsmibskyedpa血"glbskyedkyq"gb"g恥"gch"bsems"q'gz""r〃α""jpaZIIessemscα"ね
bmyesp"/α"!go"8''nar/iobpq'igegsbyedpq""glsro"8'zyid"ir/zar'dz伽dbα"ggiJ(わ"ぬ"1pa'i
ra"gbZﾉi伽c/IosAyidbyi"gsIα"'iy''gpqsyα"g"gparmi 'dzi"pα血"gl'mgchqd血"i""86"
yα"8"gpq'jcﾉiosﾉaskw･6a2ftbspa血"glb"g血"gsemscα"""zyampa7"zαmr加"gb"lb"8
gz/m"r"'dzi"p｡'i"yespu' 'by""8buI'iphyirroll 'di/mb"'ik/iq"'srumggzhα"ﾉayodparsﾉies"｡｜
ra"ggisemsIharbarbsgmbpaladkn'bα"zedpm･sllesresproba血"glsemscα"IﾉIα"Iscadlasα"gs
FgynsbZ"""gldspas'応ﾉieba血"gg'zodpamedkyis舵"g血p"〃'dりgspα血"gldb"ぬ"1pq'i
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このように，如来蔵の教えは，衆生が勇気をもって悟りへの道へと進む支え

となり，かつ， 自己だけではなく，他者に対する尊敬の気持ちを育むための教えで

もあると解釈できる．ここには，他者と共生し共に崇高な目標に向かって歩む智慧

と志が示されていると理解することができる．

2.空性と如来蔵

空を説く第二法輪と如来蔵を説く第三法輪との間に矛盾はないとゲツェ・マハ

ーパンディタは説く．その理由として，第三法輪の説く如来蔵が，空の教えと矛盾

はないからだと論ずる．空性と如来蔵の関係を輪廻と浬藥として説き，前者は空だ

が後者は空ではないと説明する：

また，或る者が「諸法は雲のように無常，夢のように虚偽であり，原因・条

件も無自性の幻想のようだと第二（法輪）が説くならば， （如来蔵は）始源

から無変化なものとして存在するので常， 自性において存在するものとして

真実，原因・条件によって創られたものではないので無為であると最終法輪

において示すのは矛盾している」 と思うならば，矛盾していない． というの

は， この（如来）蔵もまた，輪廻のすべての過失と有為法については空なの

で空である[が]，浬藥の法，すべての功徳については空ではないのである． 30

ゲツェ・マハーパンディタはこの解釈の経証として「如来蔵は分離的であると

いう特徴を持つ」 と説くRamago"qy必h庵αの一節(1.155b)を引用し31, 「自空」

と「他空」を中観の二諦によって説明する．すなわち，世俗は無自性空だが，勝義

(fy加gsITOgspq'isﾉiesmb血"glg"αsl"8s"IrﾉIo"gba'iyesﾉies""81byq"Ispa応加dmedpq'j
‘的'"'k加rPgyaspqsgZ〃α"""sgr"bp"""spqsrel;cfRα"zqgo"avルカ鞄αl.157(JoHNsToN1950:
77.16-19) :伽α"Ic""咽ﾉt耐asα"v"vqwW"b/I""g液加b"mfJmm'qpm'グ血ｹ|a""as"ehajmmikα*
pα"cfz""y"面加“α噸ねゆm/id""ﾉiam"kmmll; Tib.Q, 5525, fbl. 62a7-bl;D, 4024,
8b7=9a/61b7<2al.

30ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.23b5g7,pp.58.5z7) :yq"gkhaciggislbka'bqrp"
cllosrﾉIα"zscqd"rmgpqspr伽〃αb"|"'ibdど"pα'7""α、ﾉ”“| 'gy"'kye"応ﾉiOgs伽"gm"8
bZ"""zedpqsgy"mαﾉ"b"rgs""8"qlbAn'"icI"tqrye"αsIgy"'･"zedd"yo〃as'mgpq""81m"8
6Zﾉi加｡"g"αsparb血"p@ml 'gy以吻e"gyな"mbskyedp"'血s"!α句ass"bsm"pα苫α"os"yam"α｜
”苫αﾉ舵|s"yj"gpo'di 'α"gsbo"""g'血sby"'kﾉiorba'ic"s"iα"Iscqdkyiss""gpq'jpﾉiy"
s""gpqyi"/ql"W""""s'"spq'ichosyo"""rha'7zscadbismisro"gpay腕膨l.
31ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』(fbls.23b7);Ramago"qv必h鞄αl.155b(JoHNsToN1950:
76.3:savini地h庵α;Tib.Q,5525,fbl.62a7;D,4024,fbl.8b/61b6,p. 113.6.
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は他空と定義する

これによっても，世俗の諸法は無自性空であるが，勝義に関しては，他空と

いう在り方が明解に説かれていると知るべきである． 32

『古タントラ全集目録』では， このRa姉ago"WVめh妬a (1.155)からの一節を

アサンガの注釈に引用されているSrmαIazjどv耐”"α""政Zs""qからの一節によって

注解する：

「それ故に,如来蔵はすべての煩悩のさや一分離的かつ解脱智一については

空であるが，仏陀の計り知れない，ガンジス河の砂塵とおなじくらいの量の

功徳については空ではない． 」 と （§r”グ1瓦zたv耐jmhα""ms"mに）説かれて

いる． 33

さらに，大中観他空説が第三法輪を拠り所とする根拠として，ゲツェ・マハー

パンデイタは，釦"ZZ肋加imzocα"αS""aの一節において，初転と第二法輪を未了義，

第三法輪を了義として説かれていること34と，アサンガが経典を了義と未了義に区

分する者として予言を受けたという一節35を教証とする：

「最初の二つの法輪については，乗り越えられて，一時的なものである．未

了義，論争の基となった．後者（第三法輪）は，乗り越えられず，一時的な

ものではない．論争の基にならなかった．了義のみである． 」 と示されてい

るのでも，最終（すなわち、第三法輪）が了義究寛として勝者が

32ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbls､24al,pp､8.7-59.1) 'diSbumgkz"zdzobb,ichos
""mscadm"ggi"gobos""gpa血"gld｡"ぬm6(た"pαﾉalmS"αsgzIIα"sro"gpa'iZs""Igsalbm･
gs""gspqshesparctossoll.
33ケツエ・マハーパンデイタ『古タントラ全集目録』(A,vol.7,fbl.35b7;B,fbl.32b6;C,wq"z,fbl.
57a3-4) :"s"α‘たbzhi"gshegspq'ismyi"8po"imα"zpardbyebayodpa血"gbm/bashespa"yo〃
mo"gspq'isb"bshamscndbissm"gpayi"肱|'"ampar"yebamedpabmlmishes"bsamgyis
mi habpa'isα"願Ig)msbichosgα"gg"'i"""ggibyeF"as"yedlins"sp""'is""gngollzIIes
gs""gspqbZﾉi伽〃oll; (R(Im'zgormvめﾉi丘gabﾉiagyaadRamagormvめﾉi蛇α1.155,Jomston,1950:
76.7-9) :"""cya花|jim'z)Mxsrα成鞄a"ga心加viJziめﾉ滋gαか"IMk庇獅α地sanJq"e"koj上"|q"zyo
gα"gmladiV"ﾉikmOMarivnmirav"FM蛇airam"k庇ﾘ""aci"Orzirb""hadﾉzql711airi"|;TAKAsAKI
1966:301;cfjrm瓦I敏胞virimﾉia"グ血""(Q,fbl.278b4-6;D,fbl.272a7~bl);WAYMAN&WAYMAN
1974:99．

34StWxWi"wIoca"""ra(Q, fbls. 26b8-27a7;D, fbls. 24b5-25a4,pp. 1227.5-1228.4; S, fbl.
35a4-b5,pp.69.4~70.5).
35M口恥鋤'nm""ka"a53.452 and453ab (VAmYA1964: 482): sαﾉiga"面"""mbh恥脚h
"Srmmmノグ"力atoy鹿姉| s"""""""e)""回"zvibhq"q6α伽｡ﾉi"p""αh ll loknbh鋤ayryl4k"""面
"CC加鍼ob/iavij)Mz"|;cfGApAPATISAsTRI1925:617.5-7;JAYAswAL1988: 18,36.
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St"?Zf肋加imzocaFzas"mでお説きになったからだ． さらに，最終法輪を了義，

不退転としてお説きになり，仏陀自身が了義見了義をお分けになった．それ

だけでなく，勝者によって，了義見了義を分けるというという予言を示され

た聖者アサンガが了義未了義を分けたのが有効でないなら，仏陀以外に権威

のあるものが世間に存在しないので，了義未了義を分けて，了義未了義を分

けるという予言も無効になるだろう． 36

また,M呵邸jjかαm"血腫〃αに説かれた予言との関わりから，アサンガの

ybg"cnmb/z""'iv加雄αyasα"2gra""『において, Stz"z""ziF77zocα"αS""qからの問題部

分の引用箇所の平衡句37が見出されることを指摘しておきたい． さらに，ゲツェ・

マハーパンデイタは， 『四依を有する者の講話』で，アサンガと弥勒の著作が琉伽

行唯識派に属することに異議を唱える：

規範師アサンガが最初の二つの法輪の意図を不退転（の法輪） 38と同一の要

点によってお知りになりつつ，尊い弥勒の典籍に依って，最終法輪の様態を

明解かつ詳細に為されたが，そのとき， 「弥勒とアサンガのこれこれの典籍

が確立した教義的立場は，それを示していない．その一方で，彼らは唯識派

である」 と言うことについては，了義を示す勝者とその子息（菩薩）を誹誇

する言動であり，大それている． もしそうなら，最終法輪のすべての教えが

唯識を示していることになってしまうし，ナーガールジュナも唯識を承認し

たという帰謬に陥る． というのは， 「讃頌集」などはまさにこの意味を示し

ているからだ． 39

36ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.26al-4,63.1-4) :chos'khor""gpog"yjs"ilb！α
"α"2chiSsﾉ,伽glskabs"'chisp｡ldm"86q'idり"JTsodpq'igZ"j･gy"rpa血"glphyj"zα"jl〃α"α"'α
"'chisp(x Is肋鮎"!α"zchiSpα伽odp｡'igz/iir"nqgy"rpql"gespq'idb"'6u''zhiggollzhesbs"""
伽"g肋α、α"ges""m"lar沈昭畑噌yαﾉbas"ldos咋唯o"gspα"gesigreJInsgs""gspq'ip/jyir
ぬ"gl("'α"gbkzz'娩α'"α"ges""phy"･"ﾉ"gpa'j 'kﾉioj･jol･gs""gssﾉimgsα"gs'g)usmy"b'jb
dm"g"gesph)Ebarmdzadpa血"gl"r'"αZqdigyαﾉb"dm"g"ges 'byedpqj･ Jz4'zgbs""
pα'巾加gsparhogsmedbjis(加"g"gesmα'"pa'･phyebqjn応加｡"Im･mib)ed"α|sα"gsJg)uskzs
応加dmargyl"･pqyjg"e"d@4medpasftsdm"g"gespji)Essﾉij"gdm'zg"gesdbyebarﾉz"zgbs"""
‘わ"gyisdbe"pqrlgy"'･'oll.

37 yOgacambh"mivi"雄の肥Isa"zgraﾉiα"『 (Q, 'i, fbl. 72a6~72b5; D, Zi, fbls. 65b3-66a3, pp.
817.3fl8.3).

38第三法輪と同義である。

39ケツエ･マハーパンデイタ『四依を有する者の講話』(fbls.3b6-4al,pp､ 110.flll.1):slob"o"
Ihogsmedbisbkn's"8α""g"yiSbi"o"8spapﾉiyかmjﾉﾋわgpq'j 'khorlOrgcjgpa'ig"αd/""bar
"zkhye"bzhm""eb応脚"b)umspa'"""g"brre"""bkn'鯛α""'jお伽/gsalZh"8Jg)MJspar"zdZad
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他空が第三法輪だけではなく，第二法輪にも説かれ，第二法輪と第三法輪に矛

盾がない理由の一つとして， ドルポパ，ターラナータ，ゲツェ・マハーパンデイタ

の三者は共にPα万cavjm血応グ"s威腫Pm/"""mm"の一節を引用して，そこに現

れるgZhα"gyjschzgospos""gpα"yiti (p@mmb""vα師"yα”） という語を他空として

解釈する40． 『古タントラ全集目録』においては，以下の記述の中に説かれている：

勝義としての他空のこの在り方は第二法輪の経典にも現れて，

m""vj"zm応亙ﾉzasrikaP呵月”amm”に， 「他諸事物空とは何か？如来が出

現してもよし，如来が出現しなくてもよし，法の存在そのもの(s"zimiva) ,

法性（鋤αJ7'zq") ,法界 (d/iamza倣"") ,過失なき法 （"椀､α厄) ,真

如 （”肋α晦） ，正真如 (vi"的α瓶) ,他ならぬ真如 （α"α"yα"肋α厄) ,実

際（6向""肋"）は，真如として存在しているものであり，そのように，それ

らの法性として他空であるものが，他諸事物空であると言われる．須菩提！

これが，菩薩摩訶薩の大乗である． 」 と （説かれている） ． 4！

"'odlft'irsﾉ@eb)脳"7zspa血"glﾉ'ogsmedbigzh""g"血"gftsgmbmrha'demis""6z/l伽d"'di
血gsemsrsampq'oZﾉlessmmbq〃j"ges""sro"pa'jﾉgyalbasrqsbc"laskl"･pqg"bpa'igmm
ﾉ1ampocﾉ2ey加花|"！”"α'khorﾉOr"""'ib"'Ihα"Isc"bissemsrscmmbsm"pqrlgy"rz""gl
kIMsg'wbbα"gsems"mbzhedparr/IqlrebslodIsIIogssogsbisdo"｡と"yidbsm""'iphyirroll.
40ドルポパ『山岳の法』 (fbl. 181a4~7) ;ターラナータ『前例なき善説』 (pp.40.241.7) ; ド
ルポパ『山岳の法』中の該当箇所の英訳については,ジェフリー・ホプキンス(Hopkins,2006:366)
を参照．

41ゲツェ・マハーパンデイタ『古タントラ全集目録』(A,vol.7,fbl.:be37a2,p.72.6~73.2;B,fbl.
33b4~7,p. 66.4=7;C, fbls. 58b6~59a4,pp. 116.6-117.4)…“〃血mpqgZha"gyiss""gpq'i
応ﾉ1"j 'di 'khor/obf"･pq'imdosc""""α"g'by""gs"|shesrrmbkyip加'ひﾉ畑phympasro'zgphrng
"yisﾉ"j"gapaﾉ"ldど〃gZ/Iq"gyifizgospos""gpanyidgα"gZhe"α | (tbzﾉimgshegspamams
伽"gyα"g〃"g"bzﾉimgsﾉiegspamq"1smα恥"gyα"gr""gsrelc/ioskyig"as"yid血"glchos
"yid血"glc加sbidbymgs血"glcﾉioskyo"gmedpα"y湿血"glutbzﾉli""yid血"81"nq"orba血
bZﾉ'伽"yid血"glgzhα""!αy伽padebZﾉim"y遡血"glyα"g"gpa'im!ha'"i"bzﾉ，伽"yidd"g"as
pqs"|咋加rc加s"y近止血ggZﾉiα"gyiSsro"gpagangyi""ft"igZha"gyi"gosposs""8pa
"yidcesbyqsrelrab'byor'di"ibyα"gch"bsems"q'sems"q'cﾉle"po"zα"IsbiIhegpacﾉie"
po'ollzﾉ'es""gl;P"cqvimz"s回加rikaP'可"7amm"(Vajracharya2006:330.9-13;Duttl934:
198.G10):mrmkammapambh"vafj7"yα噸?"脚や敏加1噸rα肋鞄""""加α"“"敏趣i"s"'imiv""

倣αﾉ771"""1鋤am1q厄mammsrﾉi"i""IammJﾉ噸艸〃”"zara""m"vi"r加晦α"α"yα”加晦
bh""ko""sy"yamyn""yα”α畑αsIhavi"耐i""z I4pdimyq|"αSaPα”αk”|“肋Syahe"ｳ？
pmk"qsyq"| jyq"Z"cynrepqmbﾉ1面vα飯"yα厄｜池畑"｡a花.…;Tib. (Q,fbl.226b4~7;D,fbl.
223b5-7,p､"5.5-7;S,kn,fbl.305a4-+7,p.609.4=7):dど〃_g辿聖_皿_血Rosposro"2"cz"Vid2α"g
zﾉle"α|"bzﾉi伽帥egspamα"zsby""gyα"gr""gldebz""gsﾉiegsp"mα"zsmaby""g)Mz"gn"Ig
srelc/iosbﾉig"αS"y遡血"glcﾉios"yid""glc/IosAyidbymgs""glchosskyo"medpα"yid血"gl
"6Z"""yid血"gl"'α"orbadebZh腕"yid血"glgz加""layi"padebZh伽"yidckmglyα"g血g
pq'imlhq'"i"bZ""畑gα"spasreldセノInrCﾉiosdどぬggZﾉiα"2yissro"2pq2α"gyirzpα此"ig迦旦

cesbyqsrel.英訳についてはCoNzE1975: 148を参照．
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つまり, gZhα〃sro"8という語は， ここではgZ/m"gyな血gosposro"gpα〃y極

(pambhav"r"yα鋤と同一の意味を持つ語として用いられている．

3.大中観他空説のチベットへの伝来

ゲツェ・マハーパンデイタは大中観他空説がどのようにチベットへ伝来したか

を『四大宗義』の以下の一節の中で説く ：

それゆえに，顕密の経典と，第二の仏陀のような第十地の聖菩薩たちによる

顕教経典の注釈としての弥勒の法と，密教の『セム・ジェル・コル・スム』

(Sems'grelskorgsum), (すなわち) ,アヴァローキタのW""JZZpml)/z"42,

ヴァジュラガルバの『ヘーヴァジュラタントラ註』43, ヴァジュラパーニの

『チヤクラサンバラ註』“に説かれた了義大中観については，チベット地域

に，ス・ガラプ・ドルジェ， ツェン・カヲチェの二人が，マイトリーパの系

統保持者であるカシュミーリ出身のラトナヴァジュラ，サッジヤナから

Ra腕ago""vめ〃鞄αなどの弥勒の法45の訓令通りの説明を聴聞し，広め，一切

智者ランジュン・ドルジェがそれを強調して， 『識と智慧の区分』46, 『如

来蔵の明示』47, 『甚深な内的意味』48,をお作りになった．彼の弟子である

一切智者ロンチェンパが最終法輪の如来蔵の解説を詳細に説いて，それを了

義最終として承認し， ゾクチェンの基・果49と調和して，あらゆる種類の仏

42Vimqjqpmb/ia,Q,2064;D, 1347.
43〃をlu/mpilz"""""iXa,Q,2310;D, 1180.
“必g"""rmpiIIm"hqvivam"α,Q,2117;D,1402.

45Mqdhy""rm'めルグga, Mqhd)""as〃液Iq""am, Ra加噌OrraV必h姥α, D加河7,鋤α、'α痕v妙h鞄α,
A6h応α､α)夜ね"Ikamの五つの論書を指す．

46Rangbyungrdolje. JMzmshesyes/ies'byedpq'ibsrα"bcos. 『ランジュン・ドルジェ著作集』
(RangbyungrdoIje'igsung'bum,27vols.).vol.7,pp.269-276.Ziling:mTshurphumKhanpoLo
yagbKrasms,2006.その他の版も有る．

47RangbyungrdoIje･DebZhmgs/iegspq'is"yi"gpobsm"pq'ibsm"bcos. 『ランジュン・ドルジ
エ著作集』I (Rangbyungrdoljegsung'bum,27vols.) ,vol.7,pp､282-290.Ziling:mTshurphu
mKhanpoLoyagbKrashis,2006.その他，諸版有り．

48Rangbyungrdolje.ZIb"zo"α"gdO"gyim"g'g"ﾉ.InRq"g伽"g〃わびe'igs""8'加加 (vol.
27),vol.7,fbls､ 1-137,pp.361-634;Rangbyungrdorje.Zzb"zo〃α"gdbngyigZ""g. InRa"g
by脚"gﾉtjo"e'igs""g'bum (27vols.),vol.7,fbls. 1-27,pp.308-360.その他の版あり．
49如来蔵思想は基道果のうち，基と果を同一とする．基と果とは，様々な唇喰を用いてゲツェ・

マハーパンデイタが説明するように，唇えば，宝石を覆っている汚い客塵を払えば，宝石が現れ

るようにである49.基として宝石は基からあり，果としてはその基としてあった宝石が現れるの
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教語を通して，ゾクチェンと連携する了義の意図を正しく注解なされた．他

空の獅子肌を，大地に遍く普及せしめたお方は一切智者ドルボバｼｪｰﾗブ.キｪ

ﾙｯｪﾝであり，最初は帰謬派を承認されたが， ランジュン・ドルジェが「あ

なたは今のあなたのではない見解にお会いになるでしょう」 と仰って，弥勒

の法の教示を聴聞し，六支琉伽（”血施gayogn)の実践によって，悟得を向

上して，他空の見解を胸中に抱き，弥勒の法の註釈（『Ra"zagormvめh”α註』

50） と， 『了義の海』 (Ric"os"ges""F･gya加応加）など，それを示す論考

をたくさんお造りになった． 「他空」 とは，成就者ユモワが新規に獲たもの

以外の源はないと，幾人かの学者はおつしやるが， （そうではない． ）他空

の例は,勝者弥勒が(お説きになった) ， 「分離的である」(Ra伽agormvめ〃"gα

1.155b)などによって，明示されているからだ． 51

である． ここには，磨く過程があり，磨き方に問題がある．唇嚥の一つとして，彼は，次の

D随、りふα'w可､の一節を引用している．ゲツェ・マハーパンディタ『古タントラ全集目録』 (A,

vol､7,44al-5;B,,fbl.41aSb4;C,fbls.72b2g73a2:gZ""gsbidbq"gphy"81g)MIposZIIMspa'i"zdo
IMzsl Jfgskyib"'dilmr[ltasteA]"er"α"ol･b"mkhα"",えhaspa"orb"sbyo"gbq'jIsh"I姥sml.
shespumdes[ |BC]"orb"'frpoche'i'fgs"αsyo"8ssz@ma"gpq'i"ol･bl"f"pochebkmgs彪肱〃
rshwa'ichumyOgpor"α"gs"αsskm'i"b(z'iyo"gssz@shyoJIgb"yo"gss"sb)心"gbgrbyed"ll("
bzhm血咋'j 'og"zasbikh'4barspα"gsrebargyilwaba'jyolzgss"sbyolzgbas[barA]yo"gss"
sbyo"86qrbyed"ll"bzh加血火'i'Og"smmzbzang[chenA]po'ikh"6""a"gsremssmb"lo'i
"'zgss"sb)℃"gbasyo"gss"sb)℃"gbu"･byed"llyo"8ss"sbyo"gsred'f"!α血"gbralbα"ibai
drnlq'irigsche"pozhesbVod"|| ctbzﾉi加血se"zscα"jα血"gpo｢[poBC]"""agpa血"gs血g
bs"galbnsogsyid'by""gbq'ig"'7zgyis'd"ﾉba"'dzIJdpdrmdzα〃α血"glCt'i 'Ogr"'7'q"Zpqr
的arpags""IgyjS"6Zﾉji"gshegspq'i妬加I"ogsparmdZadpa血"gl"'j 'ogr"p/jy""zijtわg
pq'i'"Iorlo'igmmgyisftbZ""gsﾉiegspq'jy""Zz.yMgpar"zddzqddblzﾉilJgspm･gyl"･c"zgc加s"yid
"ogs"α"ibﾉα"α"'edpq'jyo"8""solzﾉiespα…． 「良い家筋の息子よ． このように，たとえば，
宝石を磨く方法を正しく知っている熟練した宝石商が,宝石の鉱脈から,不純な宝石を採取して，

濁った塩水で[不純物を]除去した後，髪の毛できれいに磨く．同様に，後で，水溶状の食物で[不

純物を]除去して，毛織物の毛布できれいに磨く．同様に,その後，水溶状の良薬で[不純物を］

除去して，繊細な木綿できれいに磨く． きれいにした，ごみのない[宝石]を大きなヴァイドウー
ルヤと呼ばれる．同様に，衆生に，最初，無常と苦など，厭離の講話によって弟子を導く．その

後で，三解脱（すなわち，空，無相，無願）によって如来の方法を悟得させる．その後で，不退

転の法輪(すなわち，第三法輪）の講話によって，境界に入らせる．入って，法性を悟得すれば，

無上の功徳である. ｣ ;Dﾙｳm"敵α切可apmm!℃cﾉiゐ耐ra(Q,fbl. 176b4-177a3;D,fbl.215b2g7,p.
1027.2=7;S,fbls.246b6~247bl,pp.492.G494.1).

”ドルポパ『大乗究寛論注釈：善説陽光』 (7ｿiegpache"poJgylJdbﾉ"'i qgrelbnlegsbshad"yi
""'j 'odze" : SIIesmbFgyqIm応加"gsl"zg'bum('Dzamthang),vol.2(k伽),98fbls・pp. 1-198.

51ゲツェ･マハーパンデイタ『四大宗義』(fbl.26aS-/b5,pp.63./64.5):"s"αbka'mfわﾉgy"dmqms
血"gls""c"'ibyn"gse"zsr加gspasα"gsJgynsgfZyibpal"b"*mα"IsMs"zdひ'i 'g'rlpab)MT''zs
cjiosjrzgα血"gls"gungsAyise"is'g'GIsP)"mmsgzigsb'id'f"ued'oddkmgl'zわびes"yjWgpo'i*yes
lzbrgyi苫花/palph)"Ig"α'てわ旅'ib火"IchOggi 'grelpamα"zs"gsl"zgspq'i"ges""必""Ia
cﾉie"po"bodgyiljo"gss"gz脚唯α， ﾉzわr血"gblSq"Aﾉzabocﾉie"2amg"yisbismair"pq'i
6Jgy"d'dzinkﾉiacher伽'dor""81sdIdzdzα"α〃s'gy''dblqsogsbyqmscIIos"zα""ga8Imrgyi
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このように，了義大中観は，顕教の弥勒の法と，密教の『セム・ジェル・コル・

スム』に説かれ，チベットでは，マイトリーパの解釈によるRa"αgormvib〃"gαが

ラトナヴァジュラ，サッジャナ，ス・ガラプ・ドルジェ，ツェン・カヲチェヘと

伝承され， さらに， ランジュン・ドルジェからドルポパ（1292-1361） とロンチェ

ンパ（1308-64）に伝えられた， とする．ゲツェ・マハーパンデイタは， 「他空説

がユモワの創造である」とする説を退け，その根拠として，上記に言及した、 「如

来蔵は客塵から分離的だが，如来の功徳からは不分離である」 と説く

Ra"zagormv必版gαの一節(1.155b)を繰り返し，引用する．

4.礒伽行唯識派の三性説との差別化

他空派は，アートマンを奉ずる異端者や，礁伽行唯識派と混同され糾弾される

ことに対して抵抗する52．ゲツェ・マハーパンデイタは，三性説が，唯識派と他空

派とで異なっていると主張し，以下のように抗弁する：

三性説と心という語のみを示すものがすべて実在論学派唯識派の立場とし

て承認されるなら，勝者とその子息（菩薩）たちを誹誇する葱となるので，

非常に恐ろしい． 53

まず，彼は，大中観他空派の三性説の特徴として，遍計所執性，依他起性，円

成実性の三性のうち， 円成実性は前二者の空であると指摘する：

bshadpagsα""αsspelz"glk"""IMye"m"g恥"g"加"dど"y〃”αﾉ血bro""αsl'"@mshes)E
shesffyeba血"gls'zyi"gpobsinnpzx Izc'b"'o"α"gdo"sogs"zdzadldｾ"yitikyis!obmargy'"･pa
kz"zmkhye"〃o"gc/ie"pas'khorlorhα""'ib"8sﾉiegssnymgpo'ima腕gZhqgJg)uspqrbkmﾉ"“
dど"y趣"ges""""加rrh"8"bZﾉiedci"81 'tiZogsche"gyigZhj '6ms""g"z"II"zpfw･chosskadci
rigspa'jsgo""庇友Ogscﾉie"""8m応hα腕ssbyorb"'i"gesdO'zgyjfto"gspα"zα"oﾉ･barbkmlbar
"zdz""|gzﾉ,α"s""gse"gge'isgr"""e"gkﾉ"bpm･mdzadpapo"ikz"zmkhye""Ipopq{sﾉies
mbﾉaJaﾉ加応〃α"}s花〃iOgwarthαﾉ 'gyj"･bZﾉiedpa肱、"g伽"gZ畑bsMskﾉiyodbi"Im'i 'di
m伽pa'iImbaZﾉijg血"glp/irqdpqr'gy"rlgs""gspabzh加恥"zscﾉI“"'α""gqggibshad"gsα〃
zhi"gshyo'･"""ﾉagdFwgpα"yamss"bZﾉIespqsrh"gs血加"αや“F."aSgZ""師o"gg""""I"gs
"'kﾉ""gsshi"gbya"zschosb'i '8'r/bα血"gl"ges""'gyα"z応加sogs"sIo"pq'ibs""bcos
'"α"gdh'"zdzndlgzhq"sro"8zﾉlespagr"6r/loby脚"Iob"gsm･d"myedpqjask/IwIgsgZ"""zed
応加j"z"!""Zq'zﾉijggisgs""gsbn"ggzha"s""ggim応ﾉiα"gZﾉ'i l 'gyqlbqby!""spqslmq"'
"yerbcaspq'isogskyな血goss"bsm"pq'ip妙"|.
52例えば， ドルポパが如何に唯識派との差別を論じたかについては，ツェリン・ワンチュクが論
じている(Wangchuk2012) .

53ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl､21al-2,p.53.1-2) :""s加""”漂脚、血"gsems
b'isgm"mbsm"pa"m''zscad"gosporsmmbamα"z"gigmb"hq'""zdid '"d"αﾉg)ulbq
sms血"gbc"paﾉaskl"･ 'ftbsgyip/I""gpor'gyl"･bassﾉImr"y@z"8｡bq'ig""soll.
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遍計所執性，依他起性の二つによって空という意味が， 自性清浄智，すなわ

ち円成実性として承認される． 54

さらに，円成実性について，所取と能取を離れた如来蔵であると同定し，世俗

諦には存在せず，勝義に存在すると説く ：

遍計所執性・依他起性の二つによる空を意味とする円成実性かつ真如は，所

取と能取の（二）極を超えた如来蔵として，世俗（諦）には存在せず，勝義

の実体として存在する． 55

遍計所執性については， 異門の遍計所執性(mamga"gspa'jk""brmgs)と，

相所断の遍計所執性(加町加""yidyo"gss"c/zqdpq'jた邸"l)rmgs)の二種を説明する：

遍計所執性には二つある．すなわち，異門の遍計所執性については，名前，

章句，文字の形として表記される．表現される対象と表現の道具，葱，界，

処，東，西，端，中央，大小，高低，上下，賞賛，非難など，頭脳で配置し

て具体化されたものは世俗（諦）にも存在しない．相所断の遍計所執性は，

二重の月のように存在しないものがはっきりと現れるものと，二つの無我

（人無我と法無我）のようなものである． 56

依他起性には，業に連携する「不浄な依他起性」 （mα血gpa'jgZhα"必α"g)

と，清浄な仏国土や仏身などの「清浄な依他起性」 ("gpq'jgzhα""α"g)との二

種があると説明する：

依他起性にも，不浄な依他起性と清浄な依他起性との二つのうち，最初のも

のは，業と様々な習気という他の条件に依るので， 「依他起性」として置か

れる．それも，様々な習気に支配されて，心の現象が内外，様々な現象世界

の形を取って現れる．境界，事物，身体を伴って，世俗諦に存在するが，勝

54ケツエ．マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.3b74al,p.80.7-81.1) :k""brmgsgZ"""α"g
g"yjskyissro"gpcI'i""||rq"8'zI'i"'odgsaﾉyeshesyo"8sgr"bbzjiedll.
55ゲツエ．マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.4a6~7,p.81.G7) :k'"zb'mgsgzhq"dbα"gg"yiS

Ayiss""gpq'idb"llyo"gsgr"6debzﾉ1i""y〃"igz""g'dzi"gyill"hα'ﾉas'"spq'idebZhingsﾉiegs
s"y伽g"illk""唾｡帥"meddひ"“""goboryodll.
56ケツエ．マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.21a3~5,p､53.3-5) :k""brmgsﾉadbye"αg"yisie
| '7m"'grq"gspa'ik""b'mgs"il"'i"g応higyige'imampqrb'mgSp4'lbjjodb)MMb"Odbyedlp伽"g
po"zQ"zssbe"'chedls/MIr""bl"ir/iq'db'fslchecﾉt""gl"I"io"IzI"|sreng'oglbsrodsmad,ogsl
blosbkodci"8sgrob"gspq'jc/mmamsk""唾ob"'α"g"'edlal"'応加""y遡)D"gss"chadpa'i
k""b"qgs"iZlabag"yisﾉ奴加medpqgsals"α"g血"glb"gg"yisImb"'oll.
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義には存在しない．清浄な依他起性は，非常に清浄な（仏）国士と （仏）身

などであって，蓋を浄化することによって生起する． 57

二種の円成実性，すなわち「不変の円成実性」 ('gy""zedyo"gsgr"bs)と「正

しい円成実性」 (p勿加cimaﾉogpa'jyoFzgJgmb)のうち，前者を如来蔵と同定す

る：

円成実性にも二つある．すなわち， 「不変の円成実性」は本来の在り方，真

の阿頼耶，法性， 自性清浄が，遍計所執性，依他起性の二つが空の如来蔵で

ある． 58

了義の最終法輪において説示された如来蔵は「不変の円成実性」である． ”

「誤りのない円成実性」については以下のように説明される：

「誤りのない円成実性」は，浄化されるべきすべての汚物の浄化が完遂され

た果として承認されており，所取と能取の二つが空である自性清浄智そのも

のであり，世俗にはないが，勝義に存在する． 60

次に，唯識派の三性説については，その学派の難点として，心の非存在を認め

ず，識(v""a,mamshes)を勝義諦として認めるために，法無我を悟得しないこ

とであると指摘する：

（唯識派は）諸法は三性に包括されると承認する．すなわち，遍計所執性，

依他起性， 円成実性の三つである． さらに，所取と能取の二つであるものと

して現れるのは，依他起性であり，すなわち，心の様々な習気に支配されて

いる．同様に，現象の内外の境界として思惟機能によって表示し，付加する

57ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.21a5-7,p.53.5-7) :gz/m"dbα"8m，α"g"、血g
gZﾉ,α""α"g血"gl"gpqgzﾉiα""α"gg"yisIasl血"gpo"i l ltzs血"gbagchagss"α応ﾉiOgspa'i
,幻噌"gZha"IZzIrospasgZhα""α"gzhesbzhoglql("yα"gbagcﾉ"gss"α応ﾉ'Ogspq'j"q"ggiSsems
s"α"gphyi"α"gs"odbc"ds"α応ﾉiOgspa'imampars地j･bcIy"lldo"I I"s血"gbcaspak""rdzob"
yodpqlcわ"血"'d""'edl血gpQ'igZha"dbα"g"i ls""""gpq'jsh"8血"gsk座ﾉasogspqsrel
sgnbpa血gsrobs峨必α"ggiF'by""8pq'oll.
58ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』(fbl.21a7-bl,pp.53.7-54.1):yo"gss"gmbpq'α"gg"yiS
rel'gy"r"'edyo"8ss"gr''bpα"ilg"as/"gsdDFzgyik""8Zhicﾉ'osdbyj"gsm"gbzh伽gyjS'odgsaノ
bagZha"dbα"gk""brmgsg"yjsAyiJsro"gba'ibctgshegss"yi"8posrel.
59ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.21b3,p54.3) :dｾ"""ges"〃牝hoﾉ･jorﾉiα""'・
bsm"pq'ib"gsﾉiegss"yi"gpo"igy'"･"zedyo"邸g't4bsrel.
“ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.21b2-3,p.54.2-3) :phyjjzcimqlogpa'jyongg廊心
"il"ghyq'id""zα"iα"zscqd"gpa'im"Mrp伽"gyj 'brasb"ﾉα'dodci"glgz""8'dz伽g"yisbis
sro"gpq'im"gbz/Ii"biS'o"8"lbq'iyeshes火"yidkwwてjzob""zedIn""ぬ加血yoddoll.
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ものは遍計所執性であって，すなわち，本当には存在しないので，虚偽であ

り，世俗（諦）である．依他起性，遍計所執性の両方ともが心の表象のみで

ある以外には，外界には存在しないと知って，心において悟得するのが円成

実性として承認し， 「心は実際には存在しない」ということを， この（学派）

は承認しない． このように知ることは所取と能取の二元性が存在しないとい

うことであるが，所取と能取の不二の智慧を勝義諦と （仏陀は）お説きにな

っている． （唯識派は）清澄な意識という心を勝義諦として承認するが，そ

うであるなら，外界の事物を理解する方法は間違いないが，所取と能取の二

元性が存在しないのを承認するとしても，知識を実在するものとして実体化

し，識を勝義諦として承認するので，法無我をありのままには悟得しない．

61

上記をまとめると，大中観他空派の三性説と唯識派のそれとの相違点に関して

は，大中観他空派においては，遍計所執性と依他起性を欠いたものが円成実性であ

るが，唯識派においては，依他起性から遍計所執性を欠いたものが円成実性とされ

る点である．すなわち，空の基盤(s""ggz")に関して，両者の間に相違がある．

唯識派では，空の基盤が依他起性にあるのに対して，大中観では，空の基盤が円成

実性にあり，そこでは依他起性も空となる：

（唯識派では、 ）唯識派の伝統の空の基盤としての依他起性（から、 ）否定

されるべき対象としての遍計所執性が空となった（状態を）円成実性と説明

されるが， ここ（大中観他空）では，法性としての円成実性は遮られるべき

もとしての遍計所執性が空である（状態） として認証されており， このよう

に，依他起性に含まれる慈界虚，遍計所執性としての自我と自己所有が空で

ある基盤が説かれており，空の基盤は依他起性が空である基盤としての法性

61ケツエ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl.13aGb3,pp.37.G38.3) :cﾉIosZhα""cadm応加〃
"yidgs""nd"'d"spqrbzhgddelk""6'mgslgzhα"必α"glyo"gsg'T'bgs""'"'oll"ya"ggz""9'dzi"
g"y応gα"g血s"α"gbagzhα"必α"9slesemsbibagc加gss"α応加gsp"'idbα"gjqssoll [""'･
s"α"gbq'jy"Jpﾉiyimﾉ畑bﾉ"6ﾉmgssﾉliPzgsgmb"gspα〃j肋〃b"a9sredb〃d〃medp"庇iZ""SIE
k""唾ob血"glgzﾉiα"dbα"gk""bJWIgsgmyiSkn'α"gsemskyis"α"gcﾉiα応α加地spﾉlyiml""1edpar
s/ies"αssemssl"mgspayo"gsgFwb"'"dc航glsems6血""led血"i'dis"'i 'dod(ibll@た!rm･sﾉies
pagz""g'dzi"g"yismedyj"ﾉagz""g'dz"8'zyismedbiyeshesdひ"""2pq'ib此"pd'･gs""gszhesl
gsa/Jfglsq"zgyise"zs""血加b此"pqr'dbdpqyj""ldelmr"αpﾉiyimlgyi""ITogsお伽I"、"or
"lodgZ""g'dzi"8FIyiSmed血'"dA)Iz"8shespq'i"go加'･ jziz"gcigr"so"gzjii"gl '7MI"'shes!q
dひ"ぬ"16企"pm･ 'db〃α'iphyirchosbib血gmedjibzﾉi伽pα""'To8srel.
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すなわち円成実性である． 62

さらに，ゲツェ・マハーパンディタは，中観と唯識派の発生年代について解説

する。彼は，唯識派の出現，ナーガールジュナを始めとする中観派の出現，唯識派

の衰滅，アサンガの出現を、時間軸の早いものから遅いものの順に置く． さらに，

アサンガを唯識派に含めない：

一般に，唯識（派） というのは，ナーガールジュナが出現する以前に，経典

の意図を正確に受け取らなかったかあるいは故意にかあるいはいずれにせ

よ大乗として承認されたこの教義的立場を幾人かの規範師が作ったという

ことに尽きる．ナーガールジュナが現れて，その伝統は衰退し，後の二つの

法輪の意図を大乗の伝統としてお広めになり，その後で，規範師アサンガが

出現し，再び，最終法輪の意図を非常に明瞭に為されましたので， この規範

師が唯識を示したという証拠が無いということは年代的にも知るのは容易

だが， もしも，偉大な執権弥勒が実在主義者の教義的立場をお示しになった

と主張するのであれば， どうなるのか，偏見なく留まっている者たちは分析

せよ． 63

62ゲツェ・マハーパンデイタ『古タントラ全集目録』 (A,fbl.35a7~b2;B,fbl.32a7-bl;C,fbl.
56a6~b3) :…sems""zs"zrqbq'i"gsAyjsio"ggz/'igzﾉ1α"必α"g"qghyqk"'zbrmgsb)issro"gp'z'j
yo"gsgr"br"bsIIcIdpqyi""| 'dir･"icﾉios"yidyo"gsgmb唯αgb)Mzk"b'mgsbjjbs""gpqj･bzjied
"| 'dil"rgzhα""fmgdIJgmgspq'jp/I""gpohams血"gsbemchedk"'z"rmgsbdzg血"gb"g
gibassro"gpq'igZﾉ'i'･gs""gs"|sro"ggzhigzhα""α"ggissIo"gpq'jgzhichos"yidyo"gsgmbyi"
rel.

63ゲツェ・マハーパンデイタ『四依を持つ者の講話』 (fbl.4a3-6,p・ 111．3-6) :myiﾉ.SemS"q腕"j
〃塊sgmbmabyo'zpuz'is'zgqmld'ds/ob"o〃哲α'Zﾉiiggismdo'ifto"gspajibzﾉim"zalo"gspq'α加
"os必α"g"gamgα"gIIm･"α"iegcﾉie""4 'dりdpa'igmbmhq' '上fib)Kzspqyi"I(z I""Sg'zIMyo"
"as/"gs咋励幼cirzgbkzz'phyi"zag"yisbi"ongspalhegpacﾉienpo'il"gsso/kh)ubg血j '血
mdzad"""gzhigわ"pα"αsIob"o"Ihogsmedbyo""“Smﾉ･""86ka'"'7m'i"o"8spacﾉies
gsalbarmdZadpqssﾉobf*7orz 'dissems""'s""pq'i肋""gsmedpadJdss'zgaphyis伽"gs/Iessﾉq
"'odlgaﾉ陀噌"/応加bmaphampQcﾉie"pos"zgospors""てzbq'igmbm""'sto"""mdzod"z/les
s"､z"αblOgZ"borg"αspamα"nsb'iSj""r'gy"ru")MIdp(Ir"'dZndcjgll.補足すると，カギュ派
のコントウル・ロジュタイェ(KongsprulBlogrosmtha'yas,1813-1899)も，ゲツェ・マハーパ
ンデイタと同様の歴史と年代についての認識を示す． 彼は，礁伽行派を，唯識派と仙空派の二
つに区分する．そのうちで，他空派はアサンガを始めとして，弥勒の五法に依拠する者達である
（槙殿2015) .彼もまた，唯識派にアサンガを含めず，唯識派は中観派以前に出現し，アサン
ガは，中観派以降に出現したと説明する･Kongsprul, 『無宗派運動略史』 (fbl.2b3-3a3, p.
862.3-863.3): 6"'bsd"肋α〃zq'jskabs")u"〃ioss"babcobﾉ窓)EzddzJgyesregmbm!ha'6"bmg
"smraba血"g""わs"pa8"y応by""gl企"αsb"""pacﾉ2e"poα〃、'kasOgssﾉob["o"伽ga
b'g)HI"'7zbyo""αsse"is""'gyigmb""hq'rs/'"gsl 't'i'yess"'g)KzIb"伽"gbsm'zpq'islOb"oIz
cﾉie"poや加gspq""sgJwbhyo"""| 'Miorlo血"gpo'i"o"gsgrelg"mおhogslbqrpq'i
血o"8s'grelrjgsrshog娩α'7za'i"o"gs'8'rlbsIodIshogsg皿"zmdZdd"asIhegpache"po'ibs""
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5.大中観他空説と無宗派運動

ゲツェ・マハーパンディタの著作の一部が，無宗派 (ris"zed)を集めた著作

集に収録されていることからも,彼の大中観他空説に萌芽期の無宗派運動を見るこ

とができる．彼の大中観他空説は，インド仏教の先人達を始め，チベット仏教のカ

ギュ派，ジョナン派，ニンマ派，サキャ派，初期のゲルク派を包含する．彼は，大

中観他空説を承認した先人たちとして，ナーガールジュナ，アーリヤデーヴァ，チ

ャンドラキールテイ，ナーガボーディ，バヴィア，アサンガ，ヴァスバンドウ，ス

ティラマティ，ディグナーガ，ダルマパーラ，ダルマキールティ，マイトリーパ，

ラトナーカラシャーンテイ，チヤンドラゴーミン，ハリバドラ，ジュニヤーナパー

ダ，パドマサンバヴァ，ヴイルーパ，スヴァルナドヴイーパ(d.1117) ,規範師マ

ルポ，カギュ派については,マルパ（1012り7) ， ミラレパ（1052/104俳1135/23) ，

ガンポパ（1079-1153） ，パクモ・ジュパ（1110-70） ， ランジュン・ドルジェ

（1284-1339） ， ミキヨ・ドルジェ（1507-54） ，ジョゴン・ユジヤクパ64,シトウ。

pq'ish"glm'isrolcﾉie""iog"IczrbrsMgll ut'i"es'bm"gsα"gsJgyassb'o"99i"9s肱必""'α娩α1
'gy"rljegs此な"'byedkyisdb""zzxm"gr9y'udgmb"uhq'6kmllz"'Ishosogsm"8I9y"dsﾉiargsl"7z
血"glzjqgrqgszhi"iqsogskyisr/m/ 'gy"rrigspqs伽"α"gmhq'"gbcompq'im"gs""88"心
"ZI加'iltmmsmlph)EsIshi"g'mg"yjbpαゎ紬gspα"'ogsjnedzhqbsijig"e"d"byo"|血α'雄"血
勿o""qsbyamspa"zgosﾉ""gyα"g"yisl 'byedg'zyisl 'gy''db""'qs陀娩egpache"pos咋伽gngsα〃
""yMI血sleblgc"'zg"yjgg"ye"ぬ"g""dmgo''zrsogsmkhasgmbbislob"o'zchescﾉ1eba
d""'asbyamspα血"g'brelba'ichos止"yisﾉz"bshadsgrwbb'isgm"ぬP加b"αslphyir"'i"gpq
gZ加〃sro"gse"gge'isgmche"pobsgmbs"""8esぬ〃釛脚ma'igmbmha'mkha'kﾉlyab"bﾉてわ，
6cIr"idzdndl. 「最終法輪の時に，声聞が十八部派に分かれて，毘婆沙師(VaibhaSika) と経量部
(Sautrantika)の二つが発生した．それから，大尊者アヴイタルカなどの五百人ほどの阿閣梨が

来て，唯識派を設立した．その後で，勝者が予言した大阿闇梨聖者ナーガールジュナが来て，第

一法輪の意図を解釈した「講話集」 ，第二法輪の意図を解釈した「論理集」 ，最終法輪の意図を

解釈した「讃頌集」の三つを作って，大乗の教義の馬車の大伝統を最初に打ち立てた．彼の追随
者であるブッダパーリタの伝統は中観帰謬派，ヴァーヴィヴェーカは中観自立論証派を説明した．

シャーンタラクシタなどの東方の三人の自立論証派(シャーンタラクシタ，ジュニヤーナガルバ，

カマラシーラ） と，チャンドラキールティ，シャーンティデーヴァなどは帰謬論によって，誤っ

たすべての見解を打破する自空の立場の伝統を開いた．第二番目の馬車（すなわち、 ）聖者アサ
ンガが世に現れた． トウシタ天に行って，弥勒の本体から直に，二つの『荘厳』 （すなわち，

Mnhの極"“耐面;αI"k画、とAbhiSamay副α"1kam)と二つの『分別論』(すなわち,Ma"ly""vibhagq
とDhamla"amza虚vめh"gα） とRqmagormv妙h回gαとの大乗五法を聴聞して，人間界に戻った．
弟のヴァスヴァンドウと、チャンドラゴーミンなどの熟達した学者の多くの非常に偉大な規範師

が弥勒とつながる二十の法を説明と実践によって確立して，不退転の他空の大獅子呼Lを宣言し，

了義中観の教義を遍かしめた． 」

“この人物については特定するのが難しい.ラマジャン(Zhang.yubragpabrtsan'grubragspaor
LamaZhan,1123-1193)を指しているようにも思われる．
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パンチェン・チユキ・ジュンネ（1699/1700-74） ，ジヨナン派については， ドルポ

パ， ターラナータ（1575-1634） ，ニンマ派については， カトック寺の三人の創設

者であるダンパ‘デシェク（1122-92） ， ツァントン・ドルジェ・ギェルツェン

（1137-1226)，ジャンパ･ブン(b､12世紀),ロンチエン･ラプジヤンパ(1308-64),

テルダクリンパ（164年1714） ， ロチェン・ダルマシュリー（165牛1717） ，ジク

メ・リンパ（1729/173伽98）を指摘する． 65さらに，プトン（129仏1364）“，ペ

マ･カルポ(1527-1592)67,ボドン･パンチェン･チョクレ･ナムギェル(137f1451）

68, レンダワ・ションヌ・ロジュ（1348-1412） 69， さらに，サキヤ・パンデイタに

65ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl,114-b4,pp.95.4~96.4) : Ip/mgspq'iy"/dj4sﾉob
"o"""zhabs""gll lp/mgs肋αZ！αgmgs〃"bosb加勿α血"g11"'ogs"'edsk""!cﾉie"〃ob"""
pﾉjyogsglq"9""gllcl'osskyongcﾉiosgrqgs"'qj"fshamipqll""drqgo"'ise"gbzq"gyeshes
z/iqbsllpcId'by""g〃戒pα血"ggsergj加gpqlldtwnp"'gy"gc'r"""[加arposogsll"ges血"pα〃
9,脚b"iα"zscadg"αsskzxI'sAyi ll 'tos必α"gZsam〃smlur"z"ggZ加"sro"gd"llbzﾉtedpay加c伽g
bod'dirs"go"byo"pa''i ll""Mr"'idwqgsgs""'p/m99m"es'brq"gsbc"llgzﾉiα"sro"g""mα肋o
"αbZﾉiedpurmdzcdllkn'7'"'jbkzI'6'gy"d'7zq'"s恥"gdedt'"8"wsb""gsllkh)xIdparm"ghy""g
zhabsb'"""I6""""ll legspq'･bs/zqdp"s'di'ly"gg"J"1dz"dci"glldblb"sﾉierigyα"z"zgbsm"
sjobmay加lljo"α"gkI"zmkhye""/b"bfzsﾉiesmbrgyczIm応加"||} 'di"as"eb"""厩、"亙油αyα〃
||jo"α"gpaZhesgZhα"sro"gbs"""'ib"gllri"'byo"ﾉmba'iyjgc加"Iα"g血"'dzndll"'ibsbod
庇わ旅曾mmgo"g.y"6mgs"sllby"6'fzzbs""IIIgy"rdgo"gspaJTogszhesgs""gslldebyo"お伽〃
cﾉ"dkmT7zq'jbka'6J9y"dmα""llpﾉiαﾉcﾉzerchosskad腕αﾉ 'gyl"･bZﾉzedp"ymllk"""zkhye"cIze"po
c加s域'勿""g9"asltz IIgo"g"'q'ibzhedpq'igzﾉiα"sro"gm"g"go"'Ddll""'g""ghy@w"s
gs"mssﾉob""'irs/iogs""gbc"llk"""'胸e"d"med'odZerﾉasogsp"||smmgli"gsk""Icﾉied
rig'dzi〃泥smedgﾉ腕gll lnSOgSmyj"8"mm"g"gOS/Z"'7ifWnSkyiSll jdZOgSChe"/"bq'didkX"g
""s加"'ssbyo'･"'dz"dl1.

66ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』(fbl､30b2,pp.72.2):bdtgshegss'Zy"8po'i"zddZesFg)極〃
mamss"s"y"zgpo'jbZﾉ"8s応ﾉi"j 'k加rﾉ｡”",α血"9g故α"s""gdb""1al"rllgy"""bsﾉ"dc伽gl.
「 （プトンは） 『如来蔵荘厳』の中で， （如来）蔵の在り方を最終法輪と中観他空の通りに詳細
に説明した． 」

67ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fb1.30b4-6,p.72.4-6) :紬"加肋ye"pa(加α"q"ﾌO"j
z""97"gmb""zig"αspq'idb"""'6zhedci"glz""gy蝿"gos"igzhid"s'odg"Jgyise"zsde"y"
saJ""za'is"α"gb"rs"J･bqjqg"lba血"gls"α"g6adｾ"畑dermag庇心pq'is""gpczsremb""
g""sh"gmamparm"mgcesbyfzz""g'bra＄伽'jdb""msk"g"yiSZ""8y脚g伽"g3k"血"gZ""9
"Xmzsz"'zgd"7"gpaﾉα'"ddgospGIsm"gs""8""zIzz["Iml'""nedcmll. 「一切智者ペマカルポ
は，双連不住の中観を承認し，双連の意味は，基（衆生）の時に，清浄心が架空の現象として現

れるが，はっきりとしてはいるが，その現れはそこに成立しない空であって，不住であり，概

念がないと言われており，果の中観， （つまり， ）二つの（仏）身の双連も， （仏）身と （仏）

国土の双連として承認される必要があるので， 自空のみにおいては，そのようには存在しな
い． 」

68ゲツェ．マハーパンデイタ『四大宗義』 (fb1.30b6,p.72.6) :60dOIzgp"cﾉ'e"b’α"g"gesdb〃
""macﾉie"po'di"yidkyigzh""g'dz"gsparmdzqdpayi""。||・ 「ボドン・パンチェンもこのまさ
に了義大中観の典籍を確立されました． 」

69ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl､30b=4) : jjeb"""だdmmrbas血"gporb)w7zs
chossemsrmmgyibs!α"bcoss"mdZad"αssemsrsm7z""9""IJ"zpq'"rkayα"g"'dzqdlpﾉiyiS"e"
pabsre""αsgZ/m"s""99""bα功"gsja'""･z'"gss/img1. 「尊いレンダワは，最初は「弥勒の法」
を唯識派の典籍と為して唯識派と符号する註釈もお作りになった．後に，幽境地に寵り，仙奉
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関しては，一般的には自空派であるが，タントラの実践者としては彼の意図は第三

法輪と合致すると説明する70．ゲツェ・マハーパンデイタは初期のゲルク派と後期

のゲルク派を対比して，前者の意図が大中観他空派と相通じるものと解釈する．初

期のゲルク派の， ツオンカパ（1357-1419） ，彼の師のナムカ・ギェルツェン

（132缶1401),ツオンカパの弟子たち,グンル･ギェルツェン･サンポ(1383-1450)，

トクデン･ジヤンペル･ギヤンツオ(135缶1428)，ノルサン･ギヤンツオ(1423-1513）

を含め711パンチェン・ラマ一世(15741662) 72,ダライ・ラマ五世(1617~82)

73，ダライ・ラマの師パヲンカパ・パルジョル・ルンジュプ（1561-1637）も同様

説をお心にお抱きになり…」

70ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl. 12a1--3,p.97.1-3) : qp""go加"y趣、αノ
{"ZC加":m"gsro"gsmmb"'idb""zzz l}bz/ied"αyn"81'q"gbzﾉzed"1Zhar肋"gb"g"zed{"zcﾉiα"：
s"yj"gpo'iyes/zesb'ibz"9srsIz"/Fg)Mzspm･gs'"zgsp"'kho'･わ的α'"arm"i""}bsrod'g'Vl'el
gZha"d"6rm99nyiS庇ゎ旅s"yi"9'9IFI""gl'gy"d'g""αmskorﾉαm'6msbcasmamsbﾉ応i'gy"
Jgy"djamrgy''d'bms'gy"dbyeba血"glsbya"ggzﾉzisbyo"ghyedsb)"x"9s'br@sj7M"zgs""'""g1
J9yMyiJzjbr'dzi"血"gpo'isα"gsIgycIssogsim"86zﾉ'eds"gagsbibs幻虐dIzZzogssmjjzgml地加I
"‘α血sgz/iq"sto"gdb""inltIs"mig'zyisl. 「サペンは，無自性自空撮の中観を承認するけれども，彼の
究寛の立場は， 『ナイルアートミヤ讃註』 （如来)蔵の智葱の在り方を詳細にお税きになったので,赴絡法紬と合致している（に
示されており） ，他では， 『ヘーヴァジュラタントラ』， タントラ註，道についての[教え]，道

果説によって，因タントラ，道タントラ，果タントラの区別と，浄化の基盤，浄化の手段，浄

化の果実の三つと，因の持金剛，初仏など，彼自身の立場としての密教の生起次第と円満次第，

熟成と解脱の道，すべてが中観他空である」 ．

7】ゲツエ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fb1.12b4=7,p､98.4=7) :gmbche"bZhedpfz""gyjs

gZ""sm"gyi"ll lieyjsp/Wg'砥izogsz"byedlnm'6ms血"gllchOsdJTIgI"αroll"gs{"ig"}gFZyjSkz
sogsg""ns"gqgk""||邸α"'"od""IIm"8g"yissogsm"gm"ggillgzh""gl"9S'dz"顔kabs""'j
Zﾉ"lbZﾉ‘esjasll ！"bfzgZ/m""""orbar･mibzhedc加gll"z''gssmsg""g畑噌yajm応hα"bz"gpoyis
|| 'jeyi(to"gspqpﾉ"9'てjZogs血"8m的""応加jIIgs""g"8qgri"pocheIwgszxlbqrgs""gSllde血"g
rtogsIぬ〃池加吻αj噌""zrshod上'"911"oj･bz｡"gJgyq"!応ﾉiojasOgsZﾉ'cIIgcjgpqsllph"grdzogs
“o"9sm"IJ"zrrmgbZﾉZedS"yj"gpoymll. 「成就者(Nam-mkha'-rgyal-mtshan)が断言したのは意
味的には他空である．主（ツォンカパ）が （マハー）ムドラー，ゾク（チェン） ，シチェ，道果

説とﾅｰﾛｰIパと】ﾆグ【ﾏ,の二つの六法などの全教示を聴聞したが，帰謬派自立派二つなど各々の伝統
を確立するとき，それぞれの （立場を）断言するが，他のすべての見解を誤ったものとして断

言しなかったし，愛弟子グンルギェルツェンサンポが，主（ツォンカパ）の意図が（マハー）ム
ドラー，ゾク（チェン）と符号している仕方を貴き講話の中で明解にお説きになった．彼とトク

デンジャンペルギャツォとノルサンギャツォなどは一丸となって， （マハー)ムドラーとゾク（チ

ェン）の意図は同じであり，彼ら自身の教義的立場は（如来）蔵[を支持して]いる． 」

72ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.12b7-13al,pp､98.7=99.1) :pfzIzche"〃obZα"g
cﾉios峨噌yajm応加"gyisllphyqgcﾉie"kﾉ"itiy噌噌yαﾉbq'igZﾉ1""gln"'"'dzndlldb""mqphyng'rizogs
Iα"1 '6msz/iibyedsogsll"'"'dりgsmα"8)u"8"Jnmsﾉe"cα"'"(""sbisllU"z)MId"α空o"gspagcig
"'6qbcesgs""gsll． 「パンチェンロプサンチュキギェルツェンは，マハームドラーの註釈[の中
で］勝者の王道をお造りになった． 「 （大）中観， （マハー）ムドラー，ゾク（チェン） ，道果
説，シチェなど，用語は多いけれども，実践者たちが分析すれば，意図は一つになる． 」とお説

きになった. ｣Cf 『ガンデン・マハームドラー』 (fbl. 2a5-bl,pp.83.5-84.1) .
73ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fb1. 13a2-3,p.99.2-3) :"gag必α"gblobZfmgJgyq
"Z応hosgncIsskabss"||(tespyi'""6zx6z/'ed伽"g"gesdo"d"ll 'rizogspumcﾉle"pol.娩以gs血加""""
d""mddzadll ("yikhridyigzhq/shes"'α""g''gsogsll 'zizogscﾉie"m"gskad"mogc加s血"IzIyodll
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である， と説明する74．後期のゲルク派に対して，以下の記述の中で激しく糾弾す

る：

彼ら， （初期の）ゲルク派の教えの崇高な保持者たちが断言なさった（如来）

蔵は意味的にこの（私の大中観他空の）講話に収束される． （後のゲルク派

は，前期の）高位の方たちのお言葉を分析せずに，理詰めによって甚深な在

り方を誹誇し，実践を欠き，法を捨てることになるからだ．主（ツォンカパ）

が成就者（ナムカー・ギェルツェン）にお手紙を捧げたことも， このように

意図される． 自分の伝統を崇高なものとして広め，以前の崇高な尊氏たちの

厚情から生じたけれども， 自分を褒めて他者を排斥したいという欲求によっ

て，以前の（崇高な）教えを見ながらも，無視した父を殺し，勝利の太鼓を

叩く追随たちがたくさんいる． 75

ゲツェ・マハーパンディタは自空を排斥しない．他空と自空に矛盾がないこと

は，ナーガールジュナとアサンガに矛盾がないのと同じであり，アテイシヤ，ラト

ナーカラシャーンティなどのインドにおける先人達によってもそれは承認されて

いると説く ：

それゆえ，崇高な真如を把握して，

自空を侮辱するのは理に適っていない．

というのは，個々の承認の仕方としてのこの二つの空（自空と他空）のシス

grerb"ggli"gpapqd"zqph血Iqssogsllmyi"gbs""'dzi"mα"'s族生'igs卿"gsmsymll. 「ナクワ
ン・ロプサン・ギヤムツオは，一時期，一般的なゲルク派の見解を断言なさったが，了義にお
いては， ゾクチェンを実践なさりました．彼の教示書， 口頭の訓令，伝授等， ゾクチェンその
ものの崇高な言語がたくさんあります． （ニンマ派の）テルダク・ リンパ(164G1714) , ザ､ﾐｰﾏ・

チンレ(1641-1718)等は，主（ダライラマ五世）の教え（から生まれた）息子です． 」

74ゲツェ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl・ 13a3J,p.99.3J): I"gapQcﾉie"po'iyo"gs'dzi"
",cﾉiOggy"rc"|lby''"gCh"blt""'f"'b'gy"dpq'igISorl'Z/i"gspq'illp/mwo"8"pα叩α/ 'byo'･
"i""gmbAyな||やh)雁28唾ogs必"8s""zspyik伽bkﾉiritiyig"ndz@dll. 「偉大な（ダライラマ）五世
の教師であり，菩提道次第の系譜の首長としてお在りになった，パヲンカパ・ペルジョル・ル

ンジュプは， （マハー）ムドラー， ゾク（チェン） ， （大）中観の三つの普遍的な教示書をお造
りになった． 」

75ゲツェ．マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl. 13a4~7,p.99.4=7) :(tsogs[teIIJgsbsm"'dZi"
'"chOg'7Io"kyis llbZhedpq'is'aymgpodb"gyiS"'do'dir'd"sll 'igepﾉiyogsphyimasgo'zgmq'j
gs""gmbﾉα||吻adpaF･"zα伽sITOgge'iblogrosbな||zob'"o'ig""ltIsk"'･bmb"""zjﾉe"brqjll
cﾉIosspo"glgy'"･pﾉiyか昨yiSgr"bc/'e"IcI llZﾉ"yigpﾉi"ﾉ6α'α"g'dil""ﾉa"o"8sllrq"g/"gs'dzi"
pα"Ichog"ぬr'g)EIspqlls"gambsIjeb""""nchog'7mmsbkq'が"msllby""gyα"gm"gbsrod
gZ加"s"!αd6qb'dodbisllgo'zg"Izz'igs""grqb'"rho"gbzhi"kﾉi)Mzdgsodp"'i llphab"dFg)ulmgq
,忽加"gbq'ijjesy"g"m"811.
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テムにおいて，

見解の主張に矛盾はふさわしくなり．

二人の聖人（ナーガールジュナとアサンガ）に内的矛盾は不可能なので，

他空派たちが平等に住す(sam鋤")瞑想を行っているとき，

戯論と相の止は自空派と同様に為す．

自空派たちが瞑想と行を行っているとき，

他空派と同様に二つの資糧(samb"αra)を集めているとき，

不二智として円成実性の名を持っているものが

存在すると認めて， （それを）基盤に置いて，行ずる．

それ故に，四大宗義の頂点である

中観に差別はないという承認は

セルドク・ペンチェン・シヤーキヤ・チョクデン（1428-1507）が適切に説

明している．

勝者が予言したラトナーカラシャーンテイと

スールヤグプタとヴァーギーシュヴァラキールテイと

マイトリーパとアティシャなどは，

二つの中観に矛盾がないと承認している76.

6．大中観他空とゾクチェン

ダグラス・ダックワース氏が指摘しているように，ゲツェ・マハーパンデイタ

は， 「ゾクチェンの在り方と大中観他空は一致している． 」 77と述べる． さらに，

ゲツェ・マハーパンデイタは『クンチェ・ギェルポ』を経証として，ゾクチェンの

76ケツエ．マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』 (fbl.11M-12al,p.96.4~97.1):(tphyか咋肋o"α"y極
'"chogbz""8""||ra"8sro"gpalask"rg"6"'i '応加I"||soso'ibzhed応加IsID"gl"gsg"yispo'dir
ll lmbq'jyog""shams'galbamim"gZﾉ'i"811ゎ加gspamα"zg"y歯"α"g'gαﾉ"'isrfdp"||gzhα〃
sro"gsmmmα"zsm")umgZﾉ1qgsgompq'j応ﾉiellspros"'応加〃 'gogpnm"8sro"gpqI"r"'dzndll
m"gs""gs""nmamssgom""gspyodpq'irsﾉ'ellgzjiq"sro"gukmg"ir""応加gsgPZyiSb"gspq'j
"hellg'lyis"nedyeshesyo"gsg河め"zi"gcα"土llyodp'zrzﾉjalbZhesgZhirbZhagspyodpqry"gll ct
p/Zyirgmbm""'bzhi'i"se"nomllgy"rbuI'jdb""mrkﾉWdpcIrmedbzﾉ'edptm llgsermdOgpα"cﾉie"
s向面幻胆Imcﾉioglegspqrbshqdll 'gyaIbasI""8bsm"rin'by""8z賊加血"gll"yi"msbqspα"gag
fffmggmgspa血"gllmα"〃pα血"gα応加ﾉasogslldb""zα、α"18"yjs'8α/'"ed6zhedpayi"||、
77ケツエ・マハーパンデイタ『如来蔵荘厳』(fbl. lla4,p.95.4):ftpﾉiyirFIjZOgspqche"po'jbZh"gs
rS加I血"gllgZhq"sro"gu"'""lache"pogcigr""1"i""||;Duckworth,2008:xix,n.33.
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「始源清浄」 (ka"g)と， 中観帰謬派の「無主張」が同じことを意味していると

説く ：

中観帰謬派が承認する処の「すべての主張(pm伽回,"i"le")から放れてい

る」 ということが意図することは，始源清浄の実体的在り方と同じである．

78

ゲツェ・マハーパンデイタは，大中観他空とゾクチェンの基盤(gz")は一致

しているとみなす．その基盤とは「界」 (ffyjjzg) , 「自性清浄」 (ra"86z"腕gyiS

mampar"gpa) , 「心の本性」 (se"Is"yid) , 「自然に存在する清浄な自性」 ('od

g"lbq'im"gbZ""〃z""gmb) , 「偉大な本来的存在として始源から存在する不変

の自生智」 (m"88""c/ze"porg"dmα"yid""g"αsp'z'im"ghy""ggiyes/zes'gy"

bamedp") として言明されている：

全ての乗のうちの頂上にあり，全ての道の最終点であるゾクチェン，すな

わちアテイヨーガについて， （以下の二点から）説明する： （1）どのよう

に下位（の八乗）より秀逸なのか； （2）ゾクチェンの区分，である．第一

の点については，界， 自性清浄，心の本性，光明の本質， 自発的に自身に存

在している偉大なものとして，始めから存在している，不変化の自己発生す

る智慧をゾクチェンの基として承認すること． 79

さらに，彼は，ゾクチェンが中国禅師ハーシヤン・マハーヤーナの教えと似て

いるとして非難されることに対して，ゾクチェンと中国禅を擁護する：

「ゾクチェンは作意を捨てるので，ハーシヤンと同じだ」 とチベットの賢こ

ぶった学者たちは説くが，作意を捨てるのは中観の教示の伝統である．以下

のようにカマラシーラの『修習次第」に， 「心はどこにも住さない．如何な

78ゲツェ・マハーパンデイタ『四大宗義』 (fbl. 29b7,p.70.7) :dbumarha/9gy"rpasbZﾉiedpq'j
k"sﾉe"r""Iscad""8brq/pa'i"o"gska血ggingobo'jbZh"8s応加ﾉ血"gmrh""Zh伽81.Cf『ク
ンチェ･ギェルポ』 (Q,fbl.34a7-34bl;D,fbl.35b7-36al,pp.1182.7-1183.1;NGBTB,fbl.53a5-6,
pp. 165.5-7).
79 『古タントラ全集目録』 （『著作集』 ,vol.7,fb1.67a4-5;デルゲ版,fbl.63b7-64al;テインケ

版,wam,fbl. 112b2=3) :rﾉlegpα""gyi""g""seﾉ･gy'"･ci"gbgrodb)栂〃Iamscadbi"加"""gpfz

唾ogspaclle"poq"yogα"i l 'ogmqI"胸adpardi' lpha9s応加'ぬ"gl止血ggidbyebq'cﾉiad
p@'oll血"gpo"i ldby加8sm"gbZ""gyismamp""gpqsems"yid'odgsa/bq'jra"gbZ版"I加〃
grzめra"88""cﾉ'e"porg"d"m"yid""g""pq'im"gby'l'zggiyesﾉiesjgy"rl)amedpaltzﾉazogs
pacﾉie"po'igZhir'"〃αgα"gzjiig1.
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るものにも思考しない．何にも心は無い．すべての作意を捨てて」 と説かれ

ているうち，最初の止観の瞑想の仕方はハーシヤンの伝統にならないのか？

（なる． ）希望と恐れなき界に（ゾクチェンの）果は完成される． 80

おわりに

本稿は，ゲツェ・マハーパンデイタの大中観他空説の幾つかの特徴を見た．彼

の大中観他空説は如来蔵思想と密教の実践を根幹にしている．ゲツェ・マハーパン

デイタの大中観他空説は，瞑想の実践から生ずる，文字を媒体としない智慧に基づ

くものであり，頭でこれた論理を超えている．ゲツェ・マハーパンデイタが無宗派

運動の推進者として認められるのは,彼の大中観他空説の意図するものが仏陀の教

えの究寛にあるものを指しているからである．その視点に立つと，他空と自空の意

図も一致すると彼は説く．彼にとって，三法輪の違いは清浄さの違いにあるだけで

あって，最終的には同じ意図を持っている．如来蔵が不浄な衆生に始源から宿って

いるようにであり，彼の大中観他空説は，その存在を認め，その顕現を目指す教え

である．
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